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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２７年７月２３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２７年３月２５日 １９時４０分ごろ 

発生場所 山口県下関市鳩
はと

島南東方沖（海士ケ瀬戸
あ ま が せ と

） 

角
つの

島港南防波堤灯台から真方位０８３°１.５海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°２１.００′ 東経１３０°５３.２３′） 

事故調査の経過 平成２７年３月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船  第十八わかとり丸、４.９トン 

 ＴＴ３－９９６６、個人所有 

 １１.９８ｍ（Lr）×２.５０ｍ×０.８９ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数９０、昭和６３年７月３１日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６５歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和６２年６月２日 

    免許証交付日 平成２３年８月４日 

                （平成２９年６月１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ軸に曲損、プロペラ翼に曲損及び欠損、舵板に擦過傷 

 事故の経過   本船は、船長が１人で乗り組み、購入先の長崎県五島
ご と う

市から鳥取県

鳥取市鳥取港まで回航する目的で、ＧＰＳプロッター及び魚群探知機

を作動させ、響
ひびき

灘を航行していた。 

  船長は、下関市西方沖に至った頃、日没を迎えたので、最寄りの港

に入って休息しようと考え、手動操舵により、約３～４ノットの速力

で下関市の北西岸寄りに航行を続けていたところ、ＧＰＳプロッター

の画面上に表示された油谷
ゆ や

湾を見て、同湾内であれば適当な港がある

ものと思った。 

  船長は、油谷湾に向かうこととし、鳩島の東側海域を通過しようと

して北東進中、ＧＰＳプロッターの画面上に等深線が多数表示され、

魚群探知機に表示される水深が徐々に浅くなっていることを認め、若

干の不安を感じたが、少し前に約２.７ｍの水深が表示されていた海
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域を通過していたので、乗り揚げるほどの水深にはならないと思って

北東進を続けた。 

  本船は、同じ針路及び速力で続航中、船長が右舷方で帯状に波立つ

海面を見て付近が浅いと思った直後、平成２７年３月２５日１９時４

０分ごろ、鳩島南東方沖の浅瀬に乗り揚げて主機が停止した。 

  本船は、その後、潮流により船首が左方に振れて自然離礁し、南西

方へと漂流を始めた。 

  船長は、本船が漂流して鳩島南方沖に至った所で投錨し、浸水がな

いことを確認したが、水面下の損傷状況が分からなかったので、購入

先の業者を通じて救助を要請した。 

  本船は、来援した地元漁船により、角島（元山）まで、えい
．．

航され

た。 
（付図１  事故発生場所概略図、写真１  ＧＰＳプロッターに記録さ

れた事故発生前後の本船の航跡  参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気  晴れ、風  なし、視界  良好 

海象：海上  平穏、潮汐 低潮時、潮高  約２５cm 

 その他の事項 

 

海図Ｗ２０１（倉良瀬戸至角島）及びＷ１１５（油谷港付近）によ

れば、本事故発生場所は、海士ケ瀬戸と称される海域で、同瀬戸の南

口が水源として示されており、同瀬戸の中央部付近には、左舷標識と

して海士ケ瀬北灯浮標及び海士ケ瀬南灯浮標（いずれも緑色灯浮標）

が設置され、両灯浮標の西側約５０ｍが水深約５ｍの掘下げ水道で、

その東西はそれぞれ陸岸から延びる水深１～２ｍの等深線が表示され

ている。 

本船の喫水は、船首約０.６ｍ、船尾約１.３ｍであった。 

本船のＧＰＳプロッターは、等深線表示を設定する際の最低値が５

ｍである。 

船長は、本事故時、ＧＰＳプロッターの画面を二分割表示とし、左

半分を１.５Ｍレンジ、右半分を０.５～０.７５Ｍレンジとして使用

していた。 

船長は、本事故発生海域を航行した経験がなく、水路状況を知らな

かった。 

船長は、本事故発生海域に接近中、鳩島と角島との間に緑色灯浮標

２基が設置されていることを認めていたが、同灯浮標が何を意味する

ものか分からなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、海士ケ瀬戸を北東進中、船長が、同瀬戸の水路状況を知ら

なかったことから、下関市北西岸と鳩島との間を航行し、浅瀬に乗り
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揚げたものと考えられる。 

船長は、ＧＰＳプロッターの画面上に等深線が多数表示され、魚群

探知機に表示される水深が徐々に浅くなっていることを認めたが、少

し前に約２.７ｍの水深が表示されていた海域を通過していたことか

ら、乗り揚げるほどの水深にはならないと思い、航行を続けたものと

考えられる。 

船長が、海士ケ瀬北灯浮標及び海士ケ瀬南灯浮標を認めたものの、

それらの示す意味が分からなかったことは、本事故の発生に関与した

ものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、海士ケ瀬戸を北東進中、船長が、同瀬戸

の水路状況を知らなかったため、下関市北西岸と鳩島との間を航行

し、浅瀬に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・海図等を使用して事前に水路調査を行い、安全な航行計画を立て

ること。 

・灯浮標等の示す意味を確実に把握しておくこと。 
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付図１  事故発生場所概略図 

 

 

 

事故発生場所 

（平成２７年３月２５日 

  １９時４０分ごろ発生） 

鳩島 

海士ケ瀬北灯浮標 

海士ケ瀬南灯浮標 

山口県 

下関市 

山口県 

長門市 

油谷湾 
角島 

角島港南防波堤灯台 
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写真１  ＧＰＳプロッターに記録された事故発生前後の本船の航跡 

 

海士ケ瀬北灯浮標 

本船の航跡 

海士ケ瀬南灯浮標 

元山 


